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　本発表の目的は，建築の一部としての障壁
画の変遷と，その機能的な到達点を明らかに
することである。本発表では，障壁画の機能
とその作動システムの確立期として寛永文化
期を想定し，その障壁画の形式の特徴を西本
願寺対面所と妙心寺天球院を例に分析する。
そして建築と障壁画を包括する概念として
「間（ま）」を想定し，建築における「間」と
その時間性，また建築の「間」と障壁画が相
互にどのように関連しているかついて考察す
る。
１．寛永文化期の障壁画
　寛永文化期の障壁画の形式を明らかにした
論考として，源豊宗の「元和・寛永期の幾何
学的構図形式」がある。源は，動的で感情的
な桃山文化期の障壁画と，静的で理性的な元
和・寛永期の障壁画という対比を強調する。
　発表者は，この静的な寛永文化期の障壁画
という見方に，別の視点を提示したい。寛永
文化期の障壁画は，モチーフあるいは単一の
画面のみを取り出して見てみると静的である
が，室内空間全体で考えると，非常に動的で
ある。その運動性は，奔放な筆致と大胆な構
図からなる桃山のそれとは性質を異にし，モ
チーフ同士の連関や，建築との関わりにおけ
るダイナミクスにもとづく。ここで用いるダ
イナミクスという言葉は，モチーフそのもの
の生動感，勢いのある筆使いなどを意味する
のではなく，モチーフ同士の連関あるいはモ
チーフと建築空間との連動によって生み出さ
れる運動性を指す。
	 1-1．西本願寺対面所
　西本願寺書院対面所（寛永10年改築，南北
11間，東西９間）の建築空間は，縁から下段，
上段，上々段と次第に床面が高くなり，それ
にともなって天井面も，化粧屋根裏，格天井，
折上格天井，二重折上格天井と目に見える形
で格式を増す。下段を南北に３分する列柱は，
縁に近いほうが柱間２間であるのに対し，上
段側は１間半と短くなっている。また，障壁
画では上段の中央の床貼付「商山四皓図」に
おいて，絵画内の建物の線は，実際の建築の
延長線と重複している。床面，天井面，柱間
の変化とあいまって，南から北への強い求心
構造が生まれる。太田昌子によれば，これは
寛永11年（1634）の将軍・徳川家光上洛の際
の御成と服属儀礼を想定しているためである。
そして絵画内空間における対面は，現実空間
における将軍との御対面と対応する。謁見者
たちは，まずは建築と障壁画の求心構造に
よって，「商山四皓図」へと集中させられ，
次にその「商山四皓図」の絵画内空間によっ
て，いままさにいるその空間と対面儀礼の意
味を再確認させられるのである。
	 1-2．妙心寺天球院
　妙心寺天球院（寛永８年，６間取方丈）の
前列３室には金地濃彩画，上間一の間には水
墨画が描かれている。
　法要の際，前列３室の境界部分の襖は取り
払われる。その時，画面への視線の没入を阻
み，視線を流動させる金地の効果と，建築空
間を直接的に意識したモチーフの表現により，
絵画内の虚構世界ではなく，現実空間が強く
141
意識させられる。法要の参加者の注意を，そ
の場で行われている儀式に集中させるため，
前列３室では，現実空間を志向する。また上
間二の間の障壁画は春と冬，下間二の間は夏
と秋を表しており，３室でひとつの四季花鳥
図を形成して，３室に連続感を生む。
　一方，襖が閉まっている場合，各室は，
各々ことなる性格を持ち，独立した室として
機能する。上間二の間では樹幹が室の四周を
取り囲むような運動を生みだす。室中では，
竹林と虎というモチーフの繰り返しによって，
循環する構図を形成する。竹は室の四隅に集
中し，多くは根元と先端が画面外に突き出た
状態で描かれる。竹の葉は画面の上辺に沿う
かのように左右にみっしりと拡がる。室中の
竹は，柱，鴨居，襖の縁などをふまえて描か
れている。そして下間二の間では，建築と一
体化した籬が室をぐるりと巡る。西側の蔓は，
鴨居に沿って伸展する。絵画が建築空間をな
ぞるように展開することによって，建築空間
でも絵画空間でもない，両者の入り混じった
空間が現前する。
　一方，上間一の間の障壁画は，前列３室の
ように建築に密着しない。上間一の間の障壁
画は，主に画中の人物の体勢や視線によって，
反時計回りの方向性を生む。西側からスター
トした視線は，南側，東側と移り，北側床の
「山水図」中の小径の行く先へと収束する。
上間一の間は限られた者のための私的な空間
であり，彼らは描かれた故事をきっかけにし
て画中の山水に心を遊ばせる。ここでは絵画
は見る者の意識が現実を離れて拡大する手助
けをしている。
２．建築における「間（ま）」と障壁画
　内藤昌によると，建築の「間」は３つに分
類される。柱と柱のアイダとしての「間」，
広さを意味する「間」，室を意味する「間」
である。内藤は「間」を空間的なものとして
とらえる。しかし「間」とは本来，時間と空
間の両方の意味を含み，建築の「間」も例外
ではないと考えられる。建築の「間」の基本
となる柱間，それは，こちらの柱からむこう
の柱まで，という距離がはらむ運動を内包す
る。この柱間の運動が，建築の「間」が含む
時間性である。
　障壁画は，建築の「間」と関連して発展し
てきた。古代の寝殿造において，柱間を埋め
るために生まれた障壁は，やがて四方すべて
の柱間を充填するように拡大し，室空間を生
み出すに至る。障壁画は，その支持体である
障壁面とともに拡大し，室空間の形成におい
て，その質を左右する大きな要素となった。
　寛永期，建築の分業体制の確立とともに，
屋敷雛形の成立など，制作のシステム化が進
んだ。障壁画においても，制作に際しての一
種の定法が生まれていったのではないかと思
われる。それまでにもあった，室空間の機能
による画法の使い分けが，よりシステマ
ティックに整理されることになる。狩野永納
『本朝画史』（元禄６年刊）では，障壁画制作
における絵画モチーフの序列と建築空間の序
列の相関システムが語られる。封建制度の確
立によって生まれた諸々の序列は，室空間同
士，あるいは室空間内に序列の意識を生み出
す。建築の運動性は建築内の序列に沿って展
開し，障壁画は序列を可視化する運動性とし
て機能する。序列の可視化という目的のもと
に，建築空間において，建築の運動と絵画の
運動は協働し，そこに，空間であると同時に，
序列内での運動をはらむ時間としての「間」
が生まれる。建築の「間」すなわち建築空間
と時間／運動と絵画の運動が不可分に重なり
あって作り上げられる室空間全体の運動性，
それが寛永文化期における「間」のダイナミ
クスである。
